
まちづくり情報誌

1日号No.1172

冬の小田原　どう楽しむ？

巡 食

歩
いつものまちで、新たな発見　レンタサイクルで行こう
小田原森里川海インキュベーション事業「寄気」
連載　おだわらスイーツ便り

P2

P4

P6

よせ ぎ

忍

　このたび、生活保護担当職員が不適切な表示のある衣服を着用し、業務に従事していたこと
により、市民の皆様との信頼関係を傷つけてしまいました。担当職員らに厳重注意を行い、使用
を全面的に禁止しましたが、配慮を欠いた不適切な表現であり、許されるものではありません。
このことにつきまして、心よりお詫び申し上げます。
　市政の命題の筆頭に「いのちを大切にする小田原」を掲げる本市として、相手の立場を思い
やることのできる職員の育成はもとより、市民の皆さんと共に、喜びも苦労も分かち合いながら
安心して暮らせるまちを目指してまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

小田原市長　加藤 憲一
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午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

（
最
終
貸
し
出
し
：
午
後
3
時
30
分
）

料
金
普
通
自
転
車
　

1
日
3
0
0
円

電
動
ア
シ
ス
ト
付
自
転
車（
①
の
み
）

4
時
間
5
0
0
円
、1
日
1
0
0
0
円

※ 

保
証
金
：
1
0
0
0
円

　（
返
却
時
に
返
金
）

休
業
日
①
12
月
31
日
、1
月
1
日

②
5
月
3
日
、

　
12
月
29
日
～ 
1
月
1
日

※ 

自
転
車
は
、
借
り
た
貸
出
所
に
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

　
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
気
軽
に
巡
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、平
成
17
年
度
か
ら
市

と
小
田
原
ガ
イ
ド
協
会
が
運
営
し
て
い
る
自

転
車
貸
出
サ
ー
ビ
ス「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル『
ぐ

る
り
ん
小
田
原
』」。

　

平
成
27
年
12
月
に
は｢

小
田
原
駅
東
口

駐
車
場
貸
出
所｣

を
新
設
し
、｢

小
田
原
城

歴
史
見
聞
館
貸
出
所｣

と
合
わ
せ
て
2
か
所

で
、
自
転
車
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。「
小

田
原
駅
東
口
駐
車
場
貸
出
所
」で
は
、こ
れ

ま
で
要
望
が
多
か
っ
た
電
動
ア
シ
ス
ト
付
自

転
車
の
貸
し
出
し
や
電
話
予
約
制
を
導
入

し
、利
用
者
か
ら
好
評
で
す
。

自
転
車
で
ま
ち
巡
り

①小田原駅東口駐車場貸出所
（利用の受け付けはU

う め こ

MECO）

②小田原城天守閣

③小田原漁港

④石垣山一夜城歴史公園

利用申請書に必要事項を記入後、
保証金を預け、料金を支払う。
自転車を借りて、いざ出発。

城址公園内の走行は禁止。
自転車は藤棚駐車場に止めよう。

やっぱり外せない小田原城。
リニューアル後は、展示内容も充実！

潮風を感じて走ると、気分爽快！

ランチに新鮮な
地魚はいかが？

春は桜、夏は海、秋は紅葉、冬は梅。
自然豊かな大地と、風情あるまち並み。
小田原は、自転車で巡るのにぴったりなまちです。
レンタサイクルで、小田原の魅力を再発見しませんか。

G o !
G o !

いつものまちで、新たな発見
レンタサイクルで行こう

R e n t - a - C y c l e

10分

40分

5分

 観光課　☎33-1521      P01139

電動アシスト付自転車で
上り坂にチャレンジ。

天気のよい日は、
眼下に絶景が広がる。

利
用

時
間

思いのほか、
快適に登れます。
でも、下り坂は
慎重に！

リニューアル
して、きれいに
なったね。
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石橋漁港

小田原
　漁港

板橋地区

小田原城天守閣

清閑亭

石垣山

太閤橋
城山公園

御幸の浜

城址公園

警察署
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県合同庁舎
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白山中

竹橋
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王
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相   模   湾
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東町

寿町

浜町

中町

多古

米神

鉄牛和尚の寿塔

一里塚

県温泉地学研究所

県立生命の星・地球博物館

石垣山一夜城
歴史公園

松永記念館

歴史見聞館貸出所

小田原駅
東口駐車場

貸出所

戦没者慰霊塔

古稀庵

工芸技術所

めだかの学校

サンサンヒルズ
小田原

  酒匂川防災
ステーション

稲葉一族の墓
（現在見学不可）

長興山しだれ桜 JA ごひゃくらかん
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新宿
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小田原西IC

石橋IC

早川IC

小田原IC
西湘バイパス

東海道新幹線

東海道本線

小田原厚木道路

小田原箱根道路

箱根登山鉄道

山王小

新玉小

い
り
う
だ

か
ざ
ま
つ
り

おだわら
はこねいたばし

はやかわ

みどりちょう

いさいだ

あしがら

×
〒N

⑤板橋地区

⑥清
せい

閑
かん

亭
てい
（午前11時〜午後4時、火曜定休）

⑦�小田原駅東口
　駐車場貸出所

松永記念館をはじめ、政財
界人の別邸が立ち並ぶ板橋
地区。風情あるまち並みが
残る。

北条氏が引いた小田原用水。
徳川幕府も江戸のまちづくりの参考に
したといわれる。

NHK大河ドラマで扱われた黒田官兵衛・長政の
子孫で、明治時代の政治家・黒田長

なが

成
しげ

の別邸。

カフェも営業。
静かな時間が流れる。

今回、
巡ったコース

小田原の魅力が詰まった
コースを紹介しました。
遊びに来た市外の友達を
案内するもよし。一人で気
分転換に出掛けるもよし。
新しい発見が、あなたを
待っています。

自転車を返却。
保証金が返金される。

運営者の声
これから暖かくなり、サイクリングに
最適な季節になります。
皆さんのご利用をお待ちしています。

今年の梅林巡りはレンタサイクルで！
　｢小田原梅まつり｣の期間中、臨時貸出所を設置。電
動アシスト付自転車も貸し出します。別所・原・中河
原の梅林を巡る移動手段として、ぜひご利用ください。

問  小田原ガイド協会　☎080-4176-2288（開所日のみ）
貸出所  梅の里センター
期間  2月4日（土）～3月5日（日）の土・日曜日、祝日
利用時間  午前9時～午後4時（最終貸し出し：午後3時）

5分

30分

15分

お ら知 せ

まち巡りを
終えて

市内在住ですが、こ
んなにすてきな場所
があることを初めて
知りました。

疲れた身
か ら だ

体に 
　しみわたるね。

小田原ガイド協会　居原田邦男さん

楽しく観光スポットを
巡ることができました。
利用料も手頃で、魅力
ですね。
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モ
デ
ル
事
業
実
証
地
域
に
選
ば
れ
た
本
市
で

は
、「
お
だ
わ
ら
環
境
志し

民み
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」や
大

学
な
ど
と
連
携
。
大
学
が
持
つ
専
門
的
な
知
見

と
、
学
生
の
若
い
発
想
力
や
行
動
力
を
生
か
し
、

「
お
だ
わ
ら
環
境
志
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
継
続

的
・
発
展
的
に
環
境
活
動
を
行
う
仕
組
み
づ
く

り
に
向
け
、
平
成
28
～
30
年
度
の
３
年
間
で
実

践
・
実
証
を
行
い
ま
す
。ま
た
、
地
元
企
業
や

有
識
者
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、
具
体

的
な
事
業
化
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

環
境
省
で
は
、
森
・
里
・
川
・
海
の
適
正
な
管
理

と
活
用
に
よ
る「
地
域
循
環
共
生
圏
」の
構
築
に
向

け
、「
多
様
な
主
体
に
よ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く

り
」「
自
立
の
た
め
の
経
済
的
仕
組
み
づ
く
り
」「
人

材
育
成
」に
取
り
組
み
、
森
・
里
・
川
・
海
が
生
み

出
す
恵
み
の
経
済
的
効
果
を
検
証
し
ま
す
。

　
そ
の
モ
デ
ル
事
業
実
証
地
域
と
し
て
全
国
10
地
域

が
選
ば
れ
、本
市
も
そ
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

都
市
近
郊
に
あ
り
な
が
ら
、

森
・
里
・
川
・
海
、全
て
を
有
す
る
小
田
原
。

そ
れ
ら
の
自
然
を
守
り
育
て
よ
う
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
団
体
な
ど
に
よ
る
連
携
体
制
が

構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

環
境
省
が
進
め
る
「
森
里
川
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

モ
デ
ル
事
業
実
証
地
域
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
、小
田
原
な
ら
で
は
の
環
境
活
動
を

進
め
よ
う
と
、動
き
始
め
て
い
ま
す
。

活
動
に
経
済
性
を

持
た
せ
る
た
め
に気

持
ち
を
寄
せ
合
う 

～
多
様
な
主
体
が

 

寄よ

せ

木ぎ

の
よ
う
に
～

環
境
省「
森
里
川
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

モ
デ
ル
事
業
実
証
地
域
に

小
田
原
森
里
川
海

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業「
寄よ

せ

気ぎ

」

P
2
1
2
9
1

 

環
境
政
策
課
　
☎
33 - 

1
4
7
2 「

寄よ

せ

気ぎ

」

小
田
原
森
里
川
海

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

モデル事業実証地域　小田原市、宮城県南三陸
町、石川県珠

す

洲
ず

市、滋賀県東近江市、大阪府吹田
市・能勢町、岡山県高

たか

梁
はし

川流域、山口県、徳島県
吉野川流域、福岡県宗像市、佐賀県鹿島市

共同研究
テーマ：おだわら環境志民ネットワークおよび
              加盟団体・個人の活動に経済性を持たせる仕組み
内   容： 文献・統計調査、ヒアリング・実地調査、ワークショップなど

知見・アイデアの提供

将来的な
事務局の
担い手

人材育成支援 人材・フィールドの提供

小田原市

事業概要

共同研究者
（大学（ゼミ）を主な対象として公募）

アドバイザー
（地域企業・有識者（自然環境保全に知見を有する者）など）

他団体へのインターンシップ
外部研修への参加

おだわら環境
志民ネットワーク

共同事業
への発展

支援・アドバイス
（プログラムの開発、ワークショップへの参加、講義など）
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環
境
団
体
、
企
業
や
個
人
、
地
域
な
ど

の
連
携
・
協
働
を
支
援
し
、
小
田
原
な
ら

で
は
の
環
境
活
動
の
活
性
化
、
豊
か
な
自

然
環
境
の
次
世
代
へ
の
継
承
を
目
的
に
、

昨
年
３
月
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
す
。

お
だ
わ
ら
環
境
志
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　小田原市長としての任期も3期・9年めを迎え、これま
で実にさまざまな取り組みを、多くの市民の皆さんのご理
解と参画のもとに進めてまいりました。その中でも、一貫し
て大きな関心を集めてきたのは、ホール・地下街・再開
発のいわゆる三大案件であり、それぞれに多大なるエネル
ギーを注いで、一つずつ実現を目指してきました。地下街
は「H

ハ

aR
ル

uN
ネ

e小田原」として再開後2年が経過、すっかり
小田原駅前の顔として定着した感があります。お城通り地
区再開発事業は、東口駐車場とおだわら市民交流センター

「U
う め こ

MECO」が1年を経過して既に高い稼働状況に至って
おり、広域交流拠点の施設整備についても昨年末に優先
交渉権者が決定、平成31年度開業に向けて進む段取りと
なっています。残るは、市民ホール（旧称・芸術文化創造
センター）です。
　以前の「城下町ホール」の設計を白紙に戻し、丁寧な市
民参画のプロセスを一つ一つ積み重ね、基本構想・基本
計画、基本設計・実施設計と進み、あとは事業者の決定
を待つばかりとしながら、市の予算額との差が20億円以上
もの入札不調に。その後、どのような整備方針で臨むべき
かについて、老朽化の著しい現市民会館、新たな施設に
かける市民の皆さんの期待、数年間の議論の成果、一方
で市財政を巡る厳しい予測、他の重要案件とのかねあい、
財源確保の見通し、再度の不調リスクの回避など、あらゆ
る観点から精査。昨年11月、建設費をこれまでより10億
円程度減額し、大小ホールは必置とする、シンプルで使い
やすい「市民ホール」を、事業提案方式により整備するとい
う、現実的な判断に至りました。
　事情や判断理由はどうあれ、これまで市民の皆さんに熱
心に参画いただいた検討作業の成果物でもある実施設計
図書が採用できなくなり、誠に申し訳なく、お詫

わ

び申し上げ
ます。しかしながら、これまで費やした時間と費用、そして
議論の成果をできるだけ活

い

かすためにも、今小田原市とし
て可能な形で、整備を着実に遂行しなくてはなりません。
　これから、ホールの仕様を決める要求水準書を作成し、
国の支援を得て、事業者選定方式を確定した後、設計・
施工事業者を決める作業を行います。三大案件の最後の
整備となるであろう「市民ホール」早期実現へ、市民の皆
さんのさまざまな思いをしっかり受け止め、進めてまいりま
す。

小田原市長　加藤 憲一

「市民ホール」の実現へ

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

・
千
代
小
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
事
業

　
さ
ま
ざ
ま
な
生
態
系
の
遷
移
が
見
ら
れ
る
貴
重
な
場
と
し
て
、
学
校
や
関

係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
継
続
的
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

・
サ
シ
バ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援

　
か
つ
て
沼
代
の
棚
田
に
営
巣
し
た
サ
シ
バ
を
呼
び
戻
す
た
め
、
休
耕
田
を

再
生
さ
せ
、
き
れ
い
な
水
田
風
景
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る「
日
本
野
鳥

の
会
サ
シ
バ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

・
意
見
交
換
会

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員
が
各
団
体
の
活
動
や
課
題
を
共
有
し
、
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。

・
情
報
発
信

　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
小
田
原
の
自
然
環
境
の
魅
力
、イ
ベ
ン
ト
情
報
や
活
動

内
容
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

小
田
原
森
里
川
海
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業「
寄

気
」の
キ
ッ
ク
オ
フ
と
し
て
、
小
田
原
の
森
・
里
・
川
・

海
の
価
値
や
可
能
性
に
つ
い
て
、
有
識
者
を
交
え
て

意
見
交
換
し
ま
す
。

日
時
2
月
18
日（
土
）午
後
1
時
30
分
～
5
時
30
分

場
所
小
田
原
お
堀
端
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

　
　
（
栄
町
1-

14-

48 

ジ
ャ
ン
ボ
ー
ナ
ッ
ク
ビ
ル

　
　

 
5
階
）

定
員
3
0
0
人

申
込
環
境
政
策
課
に
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

P
2
0
6
2
2

おだわら環境志民
ネットワーク
フェイスブック

共同事業
への発展



バレンタインの
贈り物にも！
春を先取りした
スイーツ

6

お
だ

わら
スイーツプレミア

ム３つのこだわり
①�「おだわらふるーつ（小田原地域で生産される果物、
　野菜）」を使用したスイーツであること
②�器として「小田原地域の工芸品」を使用したスイーツ
であること　※飲食店での提供の場合。
③�「手わざ」の感じられるスイーツであること

バニラトースト
小田原お堀端�万葉の湯（栄町1-5-14）

☎23-1126

季節のフルーツのサンデー
富士屋ホテル�フュージョンダイニングＦ
（栄町1-1-9�ラスカ小田原内２階）

☎21-2880

足柄茶とＧ
ゴ デ ィ バ

ＯＤＩＶＡのフローズンラテカクテル
ライブラウンジ�S

ス パ ッ ツ

PATS（栄町2-4-3�地下1階）
☎20-2421

温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
1
年
を
通
じ
て
豊
富
な
果
物
や
野
菜
が
取
れ
る
小
田
原
。

古
く
か
ら「
茶
の
湯
文
化
」が
発
展
し
、
多
く
の
菓
子
職
人
が
集
う「
ま
ち
」で
し
た
。

現
在
も
、
高
い
技
術
を
持
っ
た
菓
子
職
人
や
パ
テ
ィ
シ
エ
が
、お
い
し
い
ス
イ
ー
ツ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
2
月
か
ら
始
ま
っ
た「
お
だ
わ
ら
ス
イ
ー
ツ
プ
レ
ミ
ア
ム
」。

こ
こ
で
は
、
小
田
原
の
魅
力
が
凝
縮
し
た
ス
イ
ー
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

 

産
業
政
策
課
　
☎
33 - 

1
5
1
1

　 
お
だ
わ
ら
ス
イ
ー
ツ
プ
レ
ミ
ア
ム
提
供
店
連
絡
会（
事
務
局
）

　
　☎
20 - 

9
1
7
2

連
載小田原梅とあずきのデニッシュサンド

じんりきシーフードバール
（栄町2-4-3�1階）
☎22-2978
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湘南ゴールドレアチーズ
　洋菓子館 ボヌール（南鴨宮1-7-1-121）

☎47-0345

アシェット一夜城
一夜城 Y

ヨ ロ イ ヅ カ

oroizuka F
フ ァ ー ム

arm(早川1352-110）
　☎24-3150

湘南ゴールドピザ
パスタQ（前川120 フレスポ小田原シティー

モール北館1階 フードコート内）
☎46-7559

河
かわ

内
ち

屋製菓舗（南町3-2-47-2）
和菓子：☎22-2905　洋菓子：☎22-6996

　「片浦レモンは、他のレモンと香りが違う。これを使わな
い手はない」と思い、皮をすりおろし、果汁もたっぷりと練
り込んだ「豆

ず

相
そう

人
じん

車
しゃ

鉄道サブレ」を作りました。かつて、国
道１号を走っていた人車鉄道をかたどっています。
　これからも地元の食材を使って、いろいろな「おいしさ」
を届けられるよう頑張ります。

期間  3月6日（月）まで
場所  ハルネ小田原ハルネギャラリー

　ハルネ小田原ハルネギャラリーで
は、新たに加わった3店舗を含め、
26店舗の「おだわらスイーツプレミ
アム」提供店やスイーツを紹介。
　2月25日（土）・26日（日）にハ
ルネ小田原で開催される「菓子祭
り」の会場で、一部店舗で使える特
典サービス券を配布します。

「おだわらスイーツプレミアム」を
ハルネギャラリーで展示！

マンマピッコラ（中曽根35）
☎070-6466-2177

　味も香りもよい片浦レモンを、レモンカードやクリーム
にたっぷり使った「片浦レモンカードパイ」。素材のよさを
十分に生かした味を、皆さんに味わってほしいです。
　ヨーロッパを感じる手作りインテリアで飾った居心地の
よい店内で、地産地消を目指し、季節の食材を使ったスイー
ツを提供していきます。

和菓子司 清
せい

月
げつ

（久野663-5）
☎34-6045

　これからおいしい時季を迎える小田原産のいちごを丸
ごと一個使い、手作りにこだわった「いちご大福」。朝、摘
み取った果汁たっぷりのいちごと、餅・あんとの絶妙な
ハーモニーをお楽しみください。
　取れたての新鮮素材を使い、心を込めて丁寧に作る「和
のスイーツ」の主流を目指していきます。

新しい仲間が追加！
昨年11月23日、新たに3店舗が「おだわらスイーツプレミアム」に認定されました。
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一
般
社
団
法
人 

小
田
原
市
観
光
協
会
　

　  

☎
22 - 

5
0
0
2

　
小
説
や
漫
画
、ゲ
ー
ム
の
登
場
人
物
と

し
て
知
名
度
を
上
げ
て
い
る
忍
者「
風
魔

小
太
郎
」。

　

江
戸
時
代
に
記
さ
れ
た「
北
条
五
代

記
」に
よ
る
と
、「
身
長
は
2
メ
ー
ト
ル
以

上
」「
牙き

ば

が
4
つ
外
に
出
て
い
た
」「
頭
は

七
福
神
の
福
禄
寿
に
似
て
、鼻
が
高
か
っ

た
」な
ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
本
当
だ
と
す
れ
ば
、泣
く
子
も

黙
る
形
相
で
す
が
、恐
ら
く
こ
れ
は
伝
説

の
類
。北
条
氏
を
陰
で
支
え
た
忍
者
の
集

団「
風
魔
」を
束
ね
た
頭
領
が
、
代
「々
小

太
郎
」と
名
乗
っ
て
い
た
と
い
う
逸
話
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

風
魔
の
本
拠
地
は
、
小
田
原
周
辺
に

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
う
、
小
田

原
は
、風
魔
忍
者
の
里
だ
っ
た
の
で
す
。

　
市
観
光
協
会
と
市
で
は
、県
と
協
力
し

な
が
ら
、海
外
で
も
人
気
の
高
い「
忍
者
～

N
IN

JA

～
」を
観
光
に
生
か
そ
う
と
、さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

毎
年
8
月
に
は
、「
忍
者
の
里 

風
魔
ま 

つ
り
」を
開
催
。ま
た
、
昨
年
8
月
に
は

「
日
本
忍
者
協
議
会
」主
催
の「
忍
者
祭

り
」が
東
京
ソ

ラ
マ
チ
で
行
わ

れ
、
風
魔
忍
者

の
ブ
ー
ス
を
出

展
し
、
P
R
を

行
い
ま
し
た
。

　
市
観
光
協
会
で
は
、風
魔
忍
者
の
情
報

を
探
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
家
の
蔵
に
い
わ
く
つ
き
の

巻
物
が
あ
る
」「
手
裏
剣
な
ど
の
忍
具
、装

束
が
残
っ
て
い
る
」「
不
思
議
な
言
い
伝

え
が
あ
る
」な
ど
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

忍
者
の
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

2
月
22
日
は
、「
ニ
ン
ニ
ン
ニ
ン
」で
忍
者
の

日
。2
月
2
日
～
22
日
を「
忍
者
の
日
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
」と
し
、催
し
を
行
い
ま
す
。

風
魔
小
太
郎
を
解
き
明
か
す

①
勉
強
会 

②
忍
者
修
行

日
時
①�

2
月
18
日（
土
）午
後
6
時
～
7
時
30
分

②�

2
月
19
日（
日
）午
後
0
時
30
分
～
4
時

場
所
①
Uう

M
めE
CこO

②�

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
小
田

原

定
員
①
50
人（
当
日
受
付
あ
り
）

②�

40
人（
対
象
：
小
学
4
年
生
以
上
　

※
18
歳
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

①
②
と
も
に
申
込
先
着
順

費
用
①
無
料�

②
5
0
0
円

講
師
甚じ

ん

川が
わ

浩
志
さ
ん（
野
人
流
忍
術
主
宰
）

申
込
2
月
6
日（
月
）か
ら
か
な
が
わ
西
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。ま
た
は
電
話

（
20-

9
1
6
6
）で（
平
日
午
前
9
時
～�

午
後
4
時
）。

手
裏
剣
打
ち
体
験

日
時�

2
月
4
日（
土
）・
5
日（
日
）・

11
日（
祝
）・
12
日（
日
）・

18
日（
土
）～
22
日（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
4
時
　

場
所
小
田
原
城
址
公
園
本
丸
広
場
　

費
用
小
学
生
以
下
1
0
0
円

中
学
生
以
上
2
0
0
円

©北条五代観光推進協議会

風
魔
小
太
郎
を

 
　
　
知
っ
て
い
ま
す
か
？

  
観
光
課
　
☎
33 - 

1
5
2
1　
　
　
　
　
　
　

  

P
1
7
4
4
6

2月22日は
「忍者の日」

戦
国
の
世
、
関
東
の
覇
者
と
な
っ
た
北
条
氏
を

陰
か
ら
支
え
た
忍
者
が
い
た
。

名
は「
風ふ

う

魔ま

」
、
頭
領
は「
小
太
郎
」
。

そ
の
昔
、
小
田
原
は
忍
者
の
里
だ
っ
た
!?

風
魔
と
観
光

求
む
！
風
魔
の
情
報

小
田
原
の
忍
者 

風
魔
小
太
郎
！

「忍者祭り」のようす
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小
説
や
漫
画
、ゲ
ー
ム
の
登
場
人
物
と

し
て
知
名
度
を
上
げ
て
い
る
忍
者「
風
魔

小
太
郎
」。

　

江
戸
時
代
に
記
さ
れ
た「
北
条
五
代

記
」に
よ
る
と
、「
身
長
は
2
メ
ー
ト
ル
以

上
」「
牙き

ば

が
4
つ
外
に
出
て
い
た
」「
頭
は

七
福
神
の
福
禄
寿
に
似
て
、鼻
が
高
か
っ

た
」な
ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
本
当
だ
と
す
れ
ば
、泣
く
子
も

黙
る
形
相
で
す
が
、恐
ら
く
こ
れ
は
伝
説

の
類
。北
条
氏
を
陰
で
支
え
た
忍
者
の
集

団「
風
魔
」を
束
ね
た
頭
領
が
、
代
「々
小

太
郎
」と
名
乗
っ
て
い
た
と
い
う
逸
話
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

風
魔
の
本
拠
地
は
、
小
田
原
周
辺
に

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
う
、
小
田

原
は
、風
魔
忍
者
の
里
だ
っ
た
の
で
す
。

忍
者
の
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

2
月
22
日
は
、「
ニ
ン
ニ
ン
ニ
ン
」で
忍
者
の

日
。2
月
2
日
～
22
日
を「
忍
者
の
日
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
」と
し
、催
し
を
行
い
ま
す
。

風
魔
小
太
郎
を
解
き
明
か
す

①
勉
強
会 

②
忍
者
修
行

日
時
①�

2
月
18
日（
土
）午
後
6
時
～
7
時
30
分

②�

2
月
19
日（
日
）午
後
0
時
30
分
～
4
時

場
所
①
Uう

M
めE
CこO

②�

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
小
田

原

定
員
①
50
人（
当
日
受
付
あ
り
）

②�

40
人（
対
象
：
小
学
4
年
生
以
上
　

※
18
歳
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

①
②
と
も
に
申
込
先
着
順

費
用
①
無
料�

②
5
0
0
円

講
師
甚じ

ん

川が
わ

浩
志
さ
ん（
野
人
流
忍
術
主
宰
）

申
込
2
月
6
日（
月
）か
ら
か
な
が
わ
西
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。ま
た
は
電
話

（
20-

9
1
6
6
）で（
平
日
午
前
9
時
～�

午
後
4
時
）。

手
裏
剣
打
ち
体
験

日
時�

2
月
4
日（
土
）・
5
日（
日
）・

11
日（
祝
）・
12
日（
日
）・

18
日（
土
）～
22
日（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
4
時
　

場
所
小
田
原
城
址
公
園
本
丸
広
場
　

費
用
小
学
生
以
下
1
0
0
円

中
学
生
以
上
2
0
0
円

用
具
貸
し
出
し
一
覧

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、

ペ
タ
ン
ク
、デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
９
、

パ
ラ
シ
ュ
ッ
ト
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

室
内
ペ
タ
ン
ク
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、

キ
ン
ボ
ー
ル
、ピ
ロ
ポ
ロ
、

ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
、デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、

ボ
ッ
チ
ャ

ス
ポ
ー
ツ
は
、
心
身
の
健
康
増
進
や
仲
間
づ
く
り
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
体
を
動
か
し
て
い
な
い
人
や
、
体
力
に
自
信
が
な
い
人
も
、

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

用
具
の
貸
し
出
し

　
市
体
育
協
会
で
は
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の�

用
具
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
や
ペ
タ
ン
ク
な
ど
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
気
軽
に
楽
し
む
こ

と
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
み
た
い
け

ど
、
用
具
が
な
い
」
と
い
う
人
は
、
市
体

育
協
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ボ
ッ
チ
ャ
の
用
具
も
貸
し
出
し
中

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
考
案
さ

れ
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
正
式
種
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

の
リ
オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
日
本
が
銀

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
こ
と
で
も
話
題
に
な

り
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
よ
り
身
近
に
楽
し
む
た

め
に
も
、体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ

　

市
で
は
、
取
り
組
ん
で
み
た
い
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
人
気
の
高
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ･

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
定
着
さ
せ
る
た
め
、
上
府

中
・
東
富
水
地
区
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
を
作
成
。
今
年
度
は
、
前
羽
地
区
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま

す
。

※�

両
地
区
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
は
、

小
田
原
ア
リ
ー
ナ
の
窓
口
で
配
布
し
て

い
る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

市
が
サ
ポ
ー
ト

　

市
で
は
、
や
っ
て
み
た
い
ス
ポ
ー
ツ
や

指
導
し
て
ほ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
、

講
師
を
派
遣
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
始

め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
人
が
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
て
い
る
団
体
に
連
絡
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
地
区
で
活
動

し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
情
報
を
、
市

体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

気
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

身
近
な
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
を

ス
ポ
ー
ツ
で 

心
身
と
も
に 

健
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　

��

P
1
6
8
7
2

　
　
　
　
　
　
　

��

P
0
8
4
6
3

東富水地区でのウォーキングイベ
ント。夜には蛍も見られた

スポーツ吹き矢体験（桜井地区）

ボッチャ：�白い的球に近づけるように、
ボールを投げる

  

ス
ポ
ー
ツ
課
　
☎
38 - 

1
1
4
9 　

　
　

公
益
財
団
法
人 

小
田
原
市
体
育
協
会
　
☎
38 - 

3
3
1
0

Web ��小田原市体育協会　http://www.odawara-taikyo.or.jp/
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下府中地区
小田原囃子保存会“夢”

橘南地区
小田原市立前羽幼稚園おやじの会

十字地区
ボランティア・サポート・プログラム実行委員会

地区 受賞者（団体）名（敬称略） 受賞理由
新　玉 髙橋　ヒロ子 通勤・通学時に交差点で見守り活動を続け、子どもの安全に貢献している。

万　年 和田　眞理 毎朝、小学生の通学時間に街路に立って、地域の人に声をかけ、交通安全や防犯に貢献している。

十　字 ボランティア・サポート・
プログラム実行委員会

国道1号沿いの歩道に花を植えたことで、たばこや缶のポイ捨て、犬の排せつ物が少なくなった。歩道
がきれいになり、地域に貢献している。

片　浦 米神自治会　安全班 週２回、バス停で下校時の児童を見守っている。防犯パトロールや空き缶拾いなども行っている。

大　窪 畔
あぜ

原
はら

　ちえ子 永年、小・中学生の登下校時、国道１号の横断歩道で児童・生徒を見守っている。小学校で行う交通教室
への協力や、地域祭礼などでの交通キャンペーンの実施など、真心込めた活動を続けている。

山王
網一色

山王網一色
ボランティアクラブ

30年間、地区内に宅配する弁当を作っている。小田原支援センターや敬老会、防災活動に協力する他、
高齢者の安全確認などを行い、地域の福祉向上に貢献している。

足　柄 和田　勘
かん 神社の境内や公民館の庭の清掃・除草をしている。また、農水路の除草、山王川の清掃、花壇の手入れな

どにも参加。自治会役員、防犯部長を歴任し、地域に貢献している。

久　野 久野中宿奉仕会 登下校時の見守り活動、夜間パトロール、自治会への支援・協力など、地域の安全、活性化に貢献している。

東富水 東富水地区防犯部 平成17年の設立から11年間、毎月2回の防犯パトロールなどを実施。防犯に関する地域と学校との連
携に尽力している。

富　水　 地域子育て広場
ミッキーの会

入園前の親子が遊べる子育て広場を運営。育児相談や仲間づくりができる、安心した子育て環境を作
り、地域に貢献している。

桜　井 桜井地区
ボランティア会

数十年にわたり、民生委員児童委員と協力しながら、一人暮らしの高齢者へ弁当を配達している。ま
た、高齢者の食事会を開催するなど、地域の高齢者のために活動している。

酒匂・
小八幡 原　弘 酒匂地区社会福祉協議会役員を務めた後、酒匂・小八幡地区まちづくり委員会・防犯分科会委員、小田

原警察署管内防犯指導員などを務め、地域に貢献している。

下府中 小田原囃
ば や し

子保存会
 “夢”

鴨宮の伝統文化である道祖神山車太鼓（小田原囃子）を子どもに継承し、青少年の育成と地域のつなが
りのために活動している。

富士見 細見　宏一郎 民生委員の経験があり、福祉コーディネーターを務めている。平成20年からは南京玉簾
すだれ

を使い、敬老会や
ふれあいサロン、高齢者・障がい者の施設で活動するなど、地域コミュニティの活性化に尽力している。

上府中 小田原市赤十字奉仕団
上府中分団

防災訓練の事前講習会開催や当日の指導をしている。炊き出し訓練や老人ホームでの奉仕の他、住民
の健康維持のために活動するなど、地域に貢献している。

下曽我 神保　邦子 下曽我地区交通安全母の会会長を務め、登下校時や校外学習時の見守り、交通教室の補助をしている。

国府津 武藤　キミ子 登下校時、国府津駅前や国道１号交差点で、見守り活動を行っている。防犯パトロールにも積極的に参
加し、安全なまちづくりに貢献している。

橘　南 小田原市立前羽幼稚園
おやじの会

園児が心豊かにたくましく育つことを目標に、砂場の枠作り、園庭の整備、植木や畑の手入れをし、地
域に貢献している。

橘　北 小宮　信市 永年、地域住民や高齢者の活動拠点である「下中老人憩の家」の管理を行うとともに、橘北地区
自治会連合会役員を務めた。

おだわら地域力市民力表彰
地域の力、市民の力、育てます！

　７回めとなる「おだわら地域力市民力表彰」。受賞者・団体の活動を表彰し、広く紹介することで、
自分の住む地域の発展や、活性化に貢献したいという気持ちを育むことを目的としています。

　今年度は、１９の自治会連合会から推薦のあった、９個人・１０団体を表彰。
１月１４日に、市民会館大ホールで表彰式を行いました。

  地域政策課　☎33-1457
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①�段ボールコンポスト…段ボールコンポストで作った堆肥を
学校農園や学級園の土に混ぜ、野菜や花を育てています。
②�給食を残さず食べる…配膳の後に残りがあると、「ご飯がま

だ残っているよ。一人スプーン一杯食べれば、残らないよ」
などと呼びかけ、４年生の食べ残しがなくなりました。
③�ポスターで呼びかける…地域の人に分別を意識してもらえ

るようなポスターを作り、ごみステーションに貼ってもら
う予定です。

　「
自
分
た
ち
が
何
を
す
れ
ば
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
」

　
市
の
職
員
か
ら
ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
い
た
り
、
校
長
先
生
や
栄
養
士
の
先
生
か

ら
片
浦
小
学
校
の
ご
み
の
現
状
を
教
わ
っ
た
り
し
て
、
ご
み
を
減
ら
す
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。

「
ご
み
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
」
で
実
践
！

　
自
分
た
ち
に
で
き
る
「
①
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」「
②
給
食
を
残
さ
ず
食
べ
る
」「
③
ポ
ス
タ
ー
で

呼
び
か
け
る
」を
実
践
す
る
、「
ク
ラ
ス
ご
み
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
」を
作
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
校
児
童
や
地
域
の
人
に
も
協
力
し
て
も
ら
う
た
め
、「
ご
み
ゼ
ロ
発
表
会
」を
行
う
予

定
で
す
。

目指せ !  エコスクール !

おだわらっこ☆エコアワード
市内の小学校では、身近な環境を改善する活動に取り組んでいます。
市では、その活動を小学校版・地域環境認証事業「おだわらっこ☆エコアワード」として認証する
ことで、児童の励みとし、活動の輪が広がることを目指しています。

  環境政策課　☎33-1472

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
を
見
学

ご
み
を
減
ら
し
た
い

25
パ
ー
セ
ン
ト
が
生
ご
み
　
　
　
　
　
　
　
　太
田 

舜し
ゅ
んさ
ん

　

市
内
の
ご
み
の
25
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
生
ご
み
だ
と
い
う
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。ベ
ラ
ン
ダ
に
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を

置
き
、ク
ラ
ス
で
堆
肥
化
し
て
い
ま
す
。

分
別
が
大
切
な
ん
だ
　
　
　
　
　
　
　
　松
本 

紗
季
さ
ん

　
今
ま
で
、「
燃
せ
る
ご
み
」で
い
ろ
い
ろ
な
物
を
捨
て
て
い
ま

し
た
。分
別
す
る
と
ご
み
が
減
る
こ
と
を
知
り
、分
別
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
続
け
ま
す
。

物
を
大
切
に
、ご
飯
は
残
さ
ず
　
　
　　
　米
山 

真
央
さ
ん

　

埋
立
処
分
場
の
灰
を
見
て
、「
私
た
ち
は
、
こ
ん
な
に
ご
み

を
出
し
て
い
る
ん
だ
」と
驚
き
ま
し
た
。ご
み
を
減
ら
す
た
め

に
物
を
大
切
に
し
、ご
飯
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

家
族
の
「
ご
み
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
」
　　
　
　　
畑は
た

佐さ 

友ゆ

菜な

さ
ん

　
家
族
で
も
話
し
合
っ
て
、「
ご
み
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
」を
作
り
ま
し

た
。ち
ょ
っ
と
し
た
買
い
物
で
も「
マ
イ
バ
ッ
グ
」を
持
っ
て

い
き
、レ
ジ
袋
を
使
わ
な
い
で
、ご
み
を
減
ら
し
た
い
で
す
。

　
市
内
で
最
も
西
に
あ
る
片
浦
小
学
校
は
、

地
域
と
連
携
し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
行

う「
小
規
模
特
認
校
」と
な
っ
て
5
年
め
。
全

校
児
童
は
92
人
で
す
。

　
片
浦
小
学
校
で
は
、一
定
の
条
件
の
も
と
、

市
内
全
域
か
ら
児
童
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。

　
昨
年
6
月
、4
年
生
は
環
境
事
業
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
多
く
が「
燃
せ
る
ご

み
」
と
し
て
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
焼
却
さ
れ
て
も
多
量
の
灰
と
し
て

埋
め
立
て
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
埋
立
処
分
場
の
容
量
に
は
限
界
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、「
何
と
か
し
て
ご
み
を
減

ら
さ
な
け
れ
ば
」と
思
い
ま
し
た
。

一
人
一
人
が
主
人
公
と
し
て
輝
き
、

と
も
に
高
め
合
え
る
学
校
を
目
指
し
て

学
校

片
浦
小

ブロック塀の向こう側が埋立処
分場
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お
菓
子
教
室

　
練
り
切
り
や
ど
ら
焼
き
、い
ち
ご
大
福

を
作
る
体
験
が
、誰
で
も
で
き
ま
す
。参

加
し
た
い
人
は
、開
催
時
間
に
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

時
間�

午
前
10
時
〜
午
後
6
時
　
※
受
け

付
け
は
、午
後
5
時
30
分
ま
で
。

参
加
費�
練
り
切
り
…�

5
0
0
円

（
2
個
作
成
、見
本

1
個
と
抹
茶
付
き
）

ど
ら
焼
き
…�
3
0
0
円

（
3
個
作
成
）

い
ち
ご
大
福
…�
3
0
0
円

（
2
個
作
成
、
見

本
1
個
付
き
）

定
員
練
り
切
り
…
各
日
先
着
1
2
0
人

ど
ら
焼
き
…
各
日
先
着
50
人

い
ち
ご
大
福
…
各
日
先
着
80
人

　
見
て
・
食
べ
て
・
作
っ
て
楽
し
い
お
菓

子
の
祭
り
。
戦
後
、
甘
い
も
の
が
貴
重
だ
っ

た
頃
に
、
梅
に
ち
な
ん
だ
お
菓
子
な
ど
を
展

示
し
た
こ
と
に
始
ま
っ
て
以
来
、
60
年
以
上

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

日
時
2
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）　

　
　�

午
前
10
時
～
午
後
6
時

場
所
ハ
ル
ネ
小
田
原
う
め
ま
る
広
場

　
お
菓
子
を
作
る
全
て
の
技
術
を
駆
使
し

て
、
美
し
く
、
華
や
か
に
細
工
し
た
飾
り
菓

子
を
展
示
。
小
田
原
の
和
・
洋
菓
子
職
人

が
持
つ
、技
術
の
粋
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
老し

に
せ舗
和
菓
子
店
の
名
物
菓
子
な
ど
、

数
々
の
お
菓
子
を
販
売
。き
ん
つ
ば
の
実
演

販
売
も
あ
り
ま
す
。職
人
の
技
を
間
近
に
感

じ
て
購
入
で
き
る
の
も
、
菓
子
祭
り
な
ら
で

は
で
す
。

　
参
加
店
舗
の
お
菓
子
が
必
ず
当
た
る
、ガ

ラ
ガ
ラ
抽
選
。
当
日
、
抽
選
券
を
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

抽
選
券�

1
5
0
円

   
産
業
政
策
課
　
☎
33 - 

1
5
1
1

菓
子
祭
り
2
0
1
7

抽
選
会

実
演
販
売

飾
り
菓
子
の
展
示

自
分
ら
し
く
、
元
気
に

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
応
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
今
後
続
く
で
あ
ろ
う
超
高
齢
社
会
を
見

据
え
、シ
ニ
ア
世
代
に
な
っ
て
も
元
気
に
活

動
を
続
け
、地
域
の
元
気
・
活
力
に
つ
な
が

る
よ
う
な
生
き
方
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
応
援
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
の
人
も
、
シ
ニ
ア
で
な
い
人
も
、

自
分
の
将
来
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
機

会
と
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時�

3
月
4
日（
土
）

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

（
開
場
　
午
後
1
時
か
ら
）

場
所
市
民
会
館
3
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ�

自
分
ら
し
く
輝
く
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
を
過
ご
す
た
め
に

内
容
・
基
調
講
演

��

講
師�

原
田
大
二
郎
さ
ん（
俳
優
）

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
リ
ス
ト�

　

矢や

冨と
み

直
美
さ
ん

（
一
般
社
団
法
人�

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
理
事
長
）

安
川
具と

も

子こ

さ
ん

（
公
益
社
団
法
人�

小
田
原
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

市
川
公
雄
さ
ん

（
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
だ
わ
ら

＆
あ
し
が
ら
代
表
）

加
藤
憲
一（
小
田
原
市
長
）

　
　
　
　

定
員
3
0
0
人（
申
込
先
着
順
）

申
込�
2
月
20
日（
月
）ま
で
に
、電
話
、フ
ァ

ク
ス（
33-

1
2
8
6
）、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
。

※�

当
日
の
参
加
証
を
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
3

日
前
頃
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

※�

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

   

企
画
政
策
課
　
☎
33 - 

1
3
7
9

　
　
　
　
　
　
　��

P
2
1
9
2
5
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至 松田町

報徳橋

富士道橋

富士見大橋

小田原厚木道路県道沼田国府津線

都市計画道路
穴部国府津線

小田原東IC

小
田
急
小
田
原
線

伊
豆
箱
根
鉄
道
大
雄
山
線

J
R
御
殿
場
線

下
曽
我
駅

栢
山
駅

富
水
駅

螢
田
駅

上
大
井
駅

県
道
小
田
原
山
北
線

国
道
2
5
5
号

酒
匂
縦
貫
道
路

酒
匂
川

鬼柳入口

桑原住宅入口

N

4 車線化工事区間
既に 4 車線化されている区間

南
足
柄
市

小
田
原
市

大
井
町

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト

用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
マ
チ
イ
ロ
」
で
、

広
報
紙
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
移
行
期
の
4
月
15
日
号
は
休
刊

し
、4
月
1
日
号
の「
広
報
小
田
原
」
に「
お

だ
わ
ら
い
ふ
」
を
合
冊
し
て
発
行
し
ま
す
。

「
マ
チ
イ
ロ
」
で
読
む
広
報
紙

　　

広
報
小
田
原
の
配
信
登
録
者
数
は
、

7
0
0
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
一
度
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
広
報
紙
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い
な
く
て

も
閲
覧
可
能
。

　

ま
た
、
広
報
紙
だ

け
で
な
く
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
の
行
政
情

報
を
閲
覧
で
き
ま
す
。QRコード

　

市
で
は
、
行
政
情
報
を
効
果
的
に
発
信

し
、市
民
が
容
易
に
入
手
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
民（
無
作
為
抽
出
）を
対
象
に
昨
年
実

施
し
た
「
小
田
原
市
か
ら
提
供
す
る
情
報
入

手
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、広
報
紙

を
読
ん
で
い
る
人
は
全
体
の
8
割
以
上
で
、

発
行
回
数
は
月
1
回
を
望
む
声
が
過
半
数

で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
よ
り
も
「
読
み
や
す
い
」「
分

か
り
や
す
い
」「
手
に
取
り
や
す
い
」
広
報
紙

を
目
指
し
、広
報
紙
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

す
。

発
行
回
数
を
月
1
回
に

　
5
月
号
か
ら
は
、1
日
号
と
15
日
号
を
ま

と
め
て
、月
初
1
回
の
発
行
に
し
ま
す
。

分
か
り
や
す
い
広
報
紙
に

　
現
行
の
A
4
判
か
ら
、タ
ブ
ロ
イ
ド
判（
現

在
の
約
2
倍
の
大
き
さ
）に
な
り
ま
す
。

　

写
真
な
ど
を
大
き
く
使
い
、「
見
や
す

い
」「
見
て
楽
し
い
」「
視
覚
的
に
分
か
り

や
す
い
」
紙
面
を
目
指
し
ま
す
。

多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
う
た
め
に

　

配
架
場
所
を
増
や
し
、市
内
の
駅
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
も
入
手
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　

  

P
2
1
0
6
8

2
月
下
旬
　

酒
匂
縦
貫
道
路

全
線
4
車
線
化

　
昨
年
7
月
か
ら
4
車
線
化
が
進
め
ら
れ

て
い
る
県
道
7
1
1
号（
小
田
原
松
田
）、

通
称
「
酒
匂
縦
貫
道
路
」
。神
奈
川
県
県
西

土
木
事
務
所
小
田
原
土
木
セ
ン
タ
ー
で
は
、

暫
定
2
車
線
で
供
用
し
て
い
た
桑
原
住
宅

入
口
交
差
点
か
ら
鬼
柳
入
口
交
差
点
ま
で

の
延
長
約
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
で
、4

車
線
化
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
12

月
に
、一
部
の
区
間
で
4
車
線
化
済
み
で
す

が
、2
月
下
旬
に
は
全
線
が
4
車
線
で
供

用
さ
れ
ま
す
。

   

建
設
政
策
課
　
☎
33 - 

1
5
2
7

県
西
土
木
事
務
所
小
田
原
土
木
セ
ン
タ
ー
道
路
都
市
課
　

☎
34 - 

4
1
4
1（
内
線
4
5
1
）

　
　
　
　
　
　
　

  

P
2
1
8
9
5

5
月
1
日
号
か
ら
　「
広
報
小
田
原
」が
変
わ
り
ま
す



年
に
な
る
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
。

　
合
唱
団
を
指
揮
す
る
桑
原
妙
子
さ
ん
は
、

「
地
震
災
害
直
後
の
鳥
取
県
で
し
た
が
、
温 

か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
国
大
会

で
の
金
賞
受
賞
は
、
混
声
の
他
に
、
少
年
少

女
合
唱
隊
、
女
声
を
合
わ
せ
て
14
回
め
で

す
。
子
ど
も
は
誰
で
も
歌
え
る
力
を
持
っ
て

い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
え
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
昨
年
11
月
19
・
20
日
、
鳥
取
県
鳥
取
市

で
開
催
さ
れ
た「
第
69
回
全
日
本
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
全
国
大
会
」の
大
学
職
場
一
般
部
門

の
室
内
合
唱
の
部
で
、
本
市
を
拠
点
に
活
動

す
る「
マ
ル
ベ
リ
ー
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ク
ワ
イ
ア
」

が
、
金
賞
・
鳥
取
市
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
副
代
表
で
あ
る
中
西
泰
弘
さ
ん
は
、「
素

晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き
、
う
れ
し
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
」と
満
面
の
笑
顔
で
話
し
ま

す
。

　「
小
田
原
少
年

少
女
合
唱
隊
」の
卒

業
生
に
よ
り
、
平

成
10（
1
9
9
8
）

年
に
結
成
し
た「
マ

ル
ベ
リ
ー
・
チ
ェ
ン

バ
ー
ク
ワ
イ
ア
」。 

現
在
17
人
が
所
属

し
、
合
唱
歴
が
38

マルベリー・チェンバークワイア　表敬訪問のようす
（左から）岡本美由紀さん、桑原妙子さん、

加藤市長、中西泰弘さん

第
69
回
全
日
本

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

で
金
賞
・
鳥
取
市
長
賞

伝 統 あ る
ハ ー モ ニ ー
を 響 か せ る

小田原少年少女合唱隊とマルベリー・チェ
ンバークワイアの合同合唱のようす

http://www.harune-odawara.com/小田原地下街「ハルネ小田原」ホームページ

あふれる 魅力 ハルネ情報 2月

農産物品評会

地物まつり

ミニ・壁屋まつり

昼のミニコンサート
ハーモニカ・ソロの
美しい音色を

http://www.harune-odawara.com/小田原地下街「ハルネ小田原」ホームページ

〈連載〉

主催・問 JAかながわ西湘 農産物直売所 朝ドレファ～ミ♪　
　　 　 ☎23-3100
日  時  2月3日（金）

　　 　展示：午後1時～2時30分
　　 　販売：午後2時30分～5時
　　 　※なくなり次第終了。
内  容    みかん、キウイ、いちごの

　　　  品評会と販売

主催・問 壁屋総本舗　 ☎44-4656
　　 　（まち元気小田原内）
日  時  2月5日（日）午前11時～午後4時
内  容    手作り布小物、アクセサリーなど

　　 　の販売やワークショップ
※今後、毎月第1日曜日開催

主催・問 地物まつり実行委員会
　　 　 ☎33-1515
　　　 （産業政策課内）
日  時  2月18日（土）・

                 19日（日）
　　 　午前10時～午後5時
内  容    ・神奈川県西部の市・町

              の名産品・特産品の販売
　　 　・春の観光情報の発信
　　 　・ワークショップ

主催・問 文化政策課　 ☎33-1706
日  時  2月22日（水）

　　 　午後0時20分～0時40分
出  演  佐久間素

もと

女
め

さん
曲  目    トロイメライ、百万本のバラ、

　　 　セレナーデ　など

おだわらスイーツプレミアム ～3月6日（月）ハルネギャラリー展示予定

14

小田原市マスコットキャラク
ター「梅丸」も、皆さんをお待
ちしています
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み
ん
な
が「
知
り
た
い
！
」「
広
め
た
い
！
」地
域
の
自
慢
を
紹
介
し
ま
す
。

〈 連 載 〉

知
り
た
い
！  

広
め
た
い
！  

地
域
自
慢
22

　
幸
地
区
で
は
、自
治
会
や
各
種
団
体
が
連
携
し
、多
彩
な
地
域
活
動
や
行
事
を
行
って
い
ま
す
。

　
特
に
健
民
祭
は
近
年
、参
加
者
が
増
え
、地
域
の
一
大
イ
ベン
ト
に
な
って
い
ま
す
。ま
た
、毎
年
行
う「
御

幸
の
浜
海
岸
清
掃
」は
、「
海
水
浴
客
を
き
れ
い
な
浜
で
迎
え
よ
う
」と
地
域
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
多
く
の
住
民
が
地
域
活
動
や
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
顔
が
見
え
る
関
係
が
築
か
れ
、
地
域
の
結
束
も

強
ま
って
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
に
は
、
各
種
団
体
が
一
堂
に
会
す
る「
幸
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」が
発
足
。「
自
治
会
・

子
ど
も
会
加
入
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」の
作
成
や「
防
災
勉
強
会
」の
開
催
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
住

民
が
地
区
を
知
り
、考
え
る
き
っ
か
け
と
な
って
い
ま
す
。

　
毎
年
5
月
3
〜
5
日
に
行
わ
れ
る「
松
原
神

社
例
大
祭
」。千せ

ん

度ど

小こ
う
じ路
と
古こ

新し
ん

宿し
ゅ
くに
あ
る
二

つ
の
龍
宮
神
社
と
、氏
子
26
か
町
が
参
加
し
、

多
く
の
山
車
や
神み

こ
し輿
が
ま
ち
を
練
り
歩
く
よ
う

す
は
壮
観
で
す
。地
区
に
は
古
く
か
ら
残
る
4

基
の
山
車
が
あ
り
、こ
れ
だ
け
の
山
車
が
あ
る
の

は
市
内
で
も
幸
地
区
だ
け
で
す
。

　
祭
り
の
際
に
は
、「
大
手
前
」「
宮
の
前
」「
魚

河
岸
」「
代
官
町
」「
茶
畑
」「
本
町
」「
本
丸
」な

ど
城
下
町
ゆ
か
り
の
町
名
が
、今
な
お
愛
着
を

持
って
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

幸
地
区

顔
が
見
え
る
関
係
を
目
指
し
て

伝
統
を
守
り
続
け
る

小
田
原
駅
の
南
か
ら
北
西
に
位
置
し
、

中
央
に
は
小
田
原
の
シ
ン
ボ
ル
・
小
田
原
城
が
そ
び
え
る
幸
地
区
。

北
条
氏
の
時
代
か
ら
城
を
守
り
、
小
田
原
宿
の
総
鎮
守
と
さ
れ
た
松
原
神
社
な
ど
、

多
く
の
史
跡
・
文
化
財
が
残
り
ま
す
。

防災勉強会

海岸清掃

健民祭

昔の国府津駅、今の国府津駅、神輿渡御

　「
幸
地
区
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
」

は
、
自
治
会
長
、

民
生
委
員
、
老
人

ク
ラ
ブ
、子
ど
も
会
、三
の
丸
小
学
校
関
係
者
な
ど
で
組
織
し
、「
安
全
・
安
心
か
つ
、

明
る
く
楽
し
い
ま
ち
」に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
自
治
会
や
子
ど
も
会
の
加
入
率
低
下
へ
の
対
策
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
内
容
や
大
切
さ
を
記
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
。
三
の
丸
小
学
校
の
協
力

を
得
て
、児
童
の
い
る
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
11
月
に
は
防
災
意
識
の
向
上
を
目
的
に
、
勉
強
会
を
開
催
。
約

1
0
0
人
が
参
加
し
、
幸
地
区
の
地
震
被
害
想
定
や
過
去
の
大
地
震
に
つ
い
て
学

び
、非
常
食
を
試
食
し
ま
し
た
。
備
蓄
対
策
だ
け
で
な
く
、住
民
同
士
で
助
け
合
う

「
共
助
」の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

瀬戸 充さん

幸
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

委
員
長

（
幸
地
区
自
治
会
連
合
会 
会
長
）

山車

宮入り前



次回は…

第10通　

「血圧が高い人は薬も大事！
上手に血圧コントロール」

「働く世代の脳血管疾患予防」をお届けします。

高
血
圧
の
人
は
治
療
し
よ
う

毎
日
2
回
、血
圧
を
測
定
し
、記
録
し
よ
う

 

薬
を
飲
み
忘
れ
た
ら

治
療
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切

①

②

③

④

⑤

一口大にそぎ切りにしたとりもも肉とAを、ビ
ニール袋に入れてもみ込んだ後、かたくり粉を
入れて混ぜる。
ブロッコリーは小房に分け、れんこんとにんじ
んはいちょう切りにする。
フライパンに油を熱し、①のとりもも肉をこん
がり焼き、取り出す。
フライパンに油、みじん切りにしたしょうがを
入れて火にかける。香りが出てきたら、②の
野菜を加えて炒め、③のとりもも肉を戻し入れ
る。Ｂを加え、火を止め、混ぜ合わせる。
3cmに切った水菜を器に敷き、盛りつける。

・とりもも肉（皮なし）180g
・酒  大さじ1　・しょうゆ  小さじ1
・こしょう  適量　
・鶏卵（溶き卵）  1個
・かたくり粉  大さじ2　・油  適量
・しょうが  10g（1欠け）
・ブロッコリー  200g（2/3株）
・れんこん  100g（1/2節）
・にんじん  80g（1/2本）
・水菜  240ｇ（１/２袋）
・ヨーグルト  大さじ4
・マヨネーズ  大さじ2
・しょうゆ  小さじ2　・こしょう  適量

「とり肉と冬野菜の炒め和え」

脳血管疾患を予防するためには、塩分を控えた
料理を食べることが大切です。

ブロッコリーや水菜、れんこんは、ビタミンCが
豊富で、風邪の予防や疲労回復などに効果が
あります。

作 り 方

健 康 応 援 レ シ ピ

　脳
血
管
疾
患
の
要
因
で
あ
る
高
血
圧
。
血
圧
が
高
い

の
に
、治
療
を
受
け
て
い
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　高
血
圧
の
薬
（
降
圧
剤
）で
治
療
し
た
人
は
、治
療
し

な
か
っ
た
人
と
比
べ
、脳
卒
中
は
30
〜
40
パ
ー
セ
ン
ト
、

虚
血
性
心
疾
患
な
ど
は
20
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、発
生
す

る
確
率
が
低
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　健
康
診
断
な
ど
で
血
圧
が
高
い
と
い
わ
れ
た
人
は
、ま

ず
病
院
で
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　降
圧
剤
を
服
薬
し
て
い
る
人
は
、効
果
を
確
認
す
る
た

め
に
も
、朝
と
寝
る
前
の
1
日
2
回
、血
圧
を
測
り
ま

し
ょ
う
。
測
定
し
た
血

圧
は
、薬
局
な
ど
で
も

ら
え
る
「
血
圧
手
帳
」

に
記
録
し
て
、主
治
医

に
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

血
圧
測
定
は
、続
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

（協力：公益社団法人 小田原薬剤師会）

　降
圧
剤
は
安
全
性
も
高
く
、

長
い
期
間
服
薬
し
て
も
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、現
在
よ
く

使
わ
れ
て
い
る
薬
は
長
時
間
効

き
、1
日
服
薬
を
忘
れ
て
も
、急

に
血
圧
が
上
昇
す
る
こ
と
は
少

な
い
で
す
。
飲
み
忘
れ
た
ら
次

の
日
、忘
れ
ず
に
し
っ
か
り
服

薬
し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、時
間
を
決
め
て
服
薬
す
る
な
ど
、薬
を
飲
み

忘
れ
な
い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　最
も
重
要
な
こ
と
は
、服
薬
状
況
を
主
治
医
に
正
確

に
伝
え
る
こ
と
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、適
切
な
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　主
治
医
、薬
局
・
薬
剤
師
と
協
力
し
な
が
ら
、血
圧

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

B

A

材料（4人分）

脳血管疾患死亡率が高い小田原市。
あなたやあなたの家族を守るのは、暮らしの中のちょっとした心掛けです。
ここでは、今日から生かせる予防法など、お役立ち情報をお届けします。連　載

延 ば せ 健 康 寿 命

健康づくり課　☎47-0820問
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広報小田原は、資源保護のため再生紙を使用しています。
1月1日現在 小田原市の人口 193,245人　80,100世帯

新しい小田原をイメージする市のブランドロゴとして、
小田原の多様な素材を用いてデザインしています。

1人分の
塩分 1.0ｇ
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